
�企画展実施の考え方
総合科学博物館では開館以来，企画展を毎年１回開催

し，多くの観客を集めてきた．平成７年度（Ｈ８年２月

～３月）に開催された第１回目の企画展「ロボットの歴

史と未来」を除いて，２回目以後は毎年７～８月の夏期

に開催し，同時にアンケート調査をしてきた（表１－ａ

・ｂ）．

当館では便宜上，予算化されて年１回（夏）開催する

大規模な展示を企画展，それ以外の中小規模の様々な展

示（館蔵品展・写真展・巡回展等）を特別展として分類

している．当館の企画展の開催目的は，主として（１）

学芸員の調査研究成果の発表（２）集客及び広報宣伝効

果を挙げること（３）地域社会及び全国への情報発信，

の３点である．言い換えれば，担当学芸員が専門分野で

の学術性を主張する一方で，（企画展の）観覧者には分

かりやすくかつ一般受けする展示を提供し，なおかつ社

会教育施設としての博物館の教育効果も発揮するという，

方向性の異なる諸要求を満たすべく企画展を企画・運営

している．

当館では，学芸員にとっての展示業務は，資料収集を

含めた日頃の調査研究の成果を地域住民に還元できる大

切な機会であると位置付けている．企画展を実施する場

合，学芸課の自然・科学技術・産業の３研究科が毎年持

ち回りで展示の企画・実施面を，振興課企画普及係が予

算・展示監視員管理・広報を担当している．

平成８～１０年度の３年間で，夏期開催の企画展の実施

担当が上記３研究科を一回りしたので，この小論では，

当館のこれまでの企画展の開催状況を，実施手順や管理

運営及び来館者へのアンケート結果等を基に報告する．

�企画展の実施と管理
企画展は，通常，開催予定の３年前から３年計画で進

められる．まず，学芸課の担当者や企画展テーマ（大ま

かな分野）が決められ，担当者はテーマに対応した資料

文献調査，他館調査，フィールドワーク等，企画展に必

要な展示資料の調査に取りかかり，これらは開催年まで

継続して行われる．開催２年前に実施予定テーマが予算

書に初出され，１年前に予算要求（展示資料リスト・レ

イアウト図・概算費用等作成）をして財政的裏付けを得

る．同時に（予算要求の辺りから），学芸課と振興課で

企画会議を開催し，企画展実施に要する各種項目（展示

テーマ・資料・レイアウト・広報・スケジュール等）に

ついて両課で調整する．企画会議での決定事項をうけて

実施設計を業者に委託し，年度末までに設計書を仕上げ

て企画展当該年度に効率的に施工できる体勢を整える．

開催前年度に実施設計を発注するのは平成９年度の鉄道

展の時から行われ，開催年度の展示工事発注作業を余裕

を持って行えるようになった．

企画展実施年度には，実施設計の成果を基に展示業者
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表１－ａ 企画展開催データ

表１－ｂ 企画展アンケートデータ

＊愛媛県総合科学博物館 企画普及係長
Ehime Pref. Science Museum

企画展テーマ 開催期間 入場者数 担当研究科

ロボットの歴史と未来 Ｈ８．２．１０～３．３０ ３５，０３６ 科学技術研究科

恐竜 Ｈ８．７．１４～９．１ ５１，２１５ 自 然 研 究 科

出発進行！愛媛の鉄道
～坊っちゃん列車から未来の鉄道～

Ｈ９．７．１３～８．３１ ３５，１６７ 産 業 研 究 科

たんけん！超ふしぎ館 Ｈ１０．７．１１～８．３０ ５６，１３５ 科学技術研究科

企画展名 アンケート実施期間 有効回答数

恐竜展 Ｈ８．７．１６－９．１＊ １，４５８

愛媛の鉄道展 Ｈ９．７．１３－８．３１ １，２４９

たんけん！超ふしぎ館
開催期間（Ｈ１０．７．１１‐８．３０）
中の，土日祝日に実施

７２９

＊７．３１‐８．２は除く
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に工事を発注する．その一方で，印刷物（チラシ・ポス

ター・パンフレット）の作成や送付，展示監視員の募集

等を行いオープンに備える．企画展のオープンに際して

は，前日にマスコミ対象の事前公開と，当日にオープニ

ングセレモニーを開催する．以上の一連の流れをまとめ

たのが図１である．

企画展開催後の管理運営も，学芸課（各研究科）と振

興課（企画普及係）両者で担当する．学芸課は展示物の

保守管理・企画展示室の管理（電源，照明など）・展示

業者との連絡調整・展示説明，振興課は展示監視員の労

務管理・マスコミ対応を受け持つ．

�アンケート結果
平成８年度から１０年度までの夏期開催企画展では，い

ずれも来館者に対してアンケート調査を行い，８年度の

みについては既に報告済みである（岩田ほか，１９９７）．

ここでは，３年間を通しての集計結果を，周知ソース・

来館動機・体験コーナーの評価・面白さへの評価・料金

評価・企画展分野の要望について報告する．

１企画展を何で知ったか

当館では，企画展開催に際して毎回目標入館者数が設

定され，それをクリアするためもあって広報を大々的に

行っている．例えば，県内の小中生には１人１枚チラシ

を配付し，児童生徒を含む家族連れの動員を図っている．

そのせいもあって，チラシ・ポスターでの情報入手が最

も多く，しかも年々比率が上昇している（表２）．それ

から，知人からの口コミが多いのも特徴で，企画展の評

価が直接，客の出足に関係することを示す指標といえる．

２来館の動機

企画展開催の際，企画展を目的に来るのかあるいはそ

れ以外の常設展やプラネを目的に来館したかは，知って

おかなければならない項目である．つまり，広報効果が

あったのかとか企画展の企画内容が魅力があるかどうか

に関わってくるからである．アンケートの結果は，「企

画展への興味」の比率が年々上がり，「常設展・プラネ

タリウムのついで」の比率は年々下がっている（表３）．

企画展の評価や広報効果が上がっていると捉えたい．

図１ 企画展ができるまで：総合科学博物館の例

表２ 周知ソース

表３ 企画展に来た動機

情報源／企画展名 恐 竜 愛媛の鉄道
たんけん！
超ふしぎ館

合 計

県民だより・県政番組 ５．８ ５．７ ６．０ ５．８

市町村広報 ３．４ ３．９ ３．２ ３．５

チラシ・ポスター ２２．４ ２３．６ ２８．８ ２４．２

新聞・テレビ・雑誌等 １３．８ １４．８ １５．５ １４．５

知人から（口コミ） １９．１ １８．７ １４．４ １７．９

博物館に来て知った ２１．２ ２２．３ １６．３ ２０．４

その他・無回答 １４．４ １１．０ １５．８ １３．７

合 計 １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

動機／企画展名 恐 竜 愛媛の鉄道
たんけん！
超ふしぎ館

合 計

企画展に興味があった ３９．１ ４１．４ ５３．９ ４３．１

常設展・プラネのついで ３３．７ ３１．６ ２０．３ ３０．１

団体旅行 ２．７ ３．０ １．９ ２．７

個人・家族旅行 １０．８ １４．７ ９．３ １１．９

その他・無回答 １３．７ ９．３ １４．４ １２．２

合 計 １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

・通常、３年計画で実施（オープン予定の３年前）

・企画展担当部署（企画・実施）→学芸課３研究科（毎年持ち回り）

（広報・運営）→振興課企画普及係

夏頃 秋頃 ４月 １１月 ４月 ７月 ８月

テーマ・担当者決定 テーマを予算書初出 予算要求 本庁了 オープン 閉幕

資料の調査・収集・借用－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－→

資料リスト・レイアウト図 運営計画・原稿

← 実 施 設 計 → 業者選定・契約・発注 展示監視員採用

←展 示 工 事→

印刷物編集・発注 広報 オープニングセレモニー

（９５年度） （９６年度） （９７年度） （９８年度）
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３企画展の評価

先の来館動機とも関わることであるが，「面白い」と

いう肯定的評価の比率も毎年上昇している（表４）．た

だ企画展の面白さは，学術面での評価とは別ものなので，

この項目は利用者サイドの評価である．

４体験コーナーの評価

当館では，子どもを含む家族連れの動員を基本方針に

置いているので，体験型の展示コーナーを設置して，低

年齢層にも配慮している．ただ，単に面白いとか体験で

きるという事だけではなく，展示テーマ（恐竜，鉄道，

科学の不思議）に対して興味を抱くきっかけを比較的簡

便に提供する事が体験コーナ－設置の主目的である．ア

ンケート結果では概ね体験コーナーに肯定的な評価結果

が出ている（表５）．

５料金について

料金評価は，表４の面白さの評価と反比例の関係にあ

る（表６）．つまり，面白いという評価が高いほど，当

然のことながら料金が高いと考える比率は低くなる．企

画展と常設展示が同額ということから，企画展料金の割

高感はどうしても残るものと思われる．

６今後望む企画展分野

今後望む企画展の分野では，質問に対する対象分野を

連想しやすいということから，自然史分野（動物・化石・

岩石など）が１／３強を占める．企画展を開催した年に，

開催テーマが属する分野に対する要望が，いずれも高い

数値を示したことが特筆される（表７）．

�まとめ～今後の展望～
企画展は博物館の姿勢を表す一つの指標といえるので

はなかろうか．当館では，企画展は各種事業の中で最大

の予算と労力を投入をしつつ最大の集客力・宣伝効果を

持ち，また，学芸員サイドからの情報発信や学術成果還

元の絶好の機会となっていて，館を挙げてのイベントと

位置付けている．公費で運営される県立博物館という行

政機構の中では，一定以上の入館者数と収入，それに満

足感のある展示を提供することによって得られる地域住

民の支持が要求される．一方，一学芸員の立場からすれ

ば，学術面での評価や「博物館業界」での評価も無視す

ることはできない．こうした隘路のような状態がまさに，

博物館が置かれた状態そのものであり，企画展を担当す

る学芸員が呻吟する要因の一つとなっている．

当館においては，情報化時代・生涯学習時代・高齢化

社会・学校教育の多様化といった，博物館外部の「時代

の流れ」に対応し，地域社会に開かれた博物館，誰もが

気軽に楽しみながら学べる博物館を指向し，企画展もそ

の流れに沿った企画・運営をしている．「敷居」を低く

してできるだけ多くの方々に観てもらい，各来館者個々

の能力（学習経験・社会経験・年齢等）に応じて企画展

を楽しんでもらう，そして，地域の自然や文化，或いは

科学の法則・原理について，展示を通して自ら考え思考

する場を提供するのが，企画展の本質だと考える．
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表４ 企画展の評価表

表５ 体験コーナーの評価

（注）「たんけん！超ふしぎ館」は展示全体が体験コーナーなの
で質問項目を設定しなかった．

表６ 料金の評価表

表７ 今後望む企画展分野

（注）網かけ数字は、当該年度に開催された企画展の分野

評価／企画展名 恐 竜 愛媛の鉄道
たんけん！
超ふしぎ館

合 計

面白い ４７．４ ６３．３ ８０．１ ６０．１

普通 ３０．３ ３１．６ １１．０ ２６．７

面白くない １６．７ ２．３ ３．６ ８．７

無回答 ５．６ ２．８ ５．３ ４．５

合 計 １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

評価／企画展名 恐 竜 愛媛の鉄道
たんけん！
超ふしぎ館

よかった ３５．４ ５５．８ －

普通 ３４．３ ３１．４ －

よくなかった １２．０ ２．３ －

無回答 １８．３ １０．５ －

合計 １００．０ １００．０ －

評価／企画展名 恐 竜 愛媛の鉄道
たんけん！
超ふしぎ館

合 計

高い ５７．８ ３３．１ ３３．５ ４３．７

適当 ３１．０ ５６．５ ５４．７ ４５．３

安い ４．１ ４．０ ３．４ ３．９

無回答 ７．１ ６．４ ８．４ ７．１

合 計 １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

分野／企画展名 恐 竜 愛媛の鉄道
たんけん！
超ふしぎ館

合 計

自然史 ３７．３ ３８．４ ３２．８ ３６．８

天 文 ２６．７ １９．９ ２３．９ ２３．６

科学技術 １８．８ ２３．７ ２３．７ ２１．６

産 業 ２．９ ６．７ ３．６ ４．４

その他・無回答 １４．３ １１．３ １６．０ １３．６

合 計 １００．０ １００．０ １００．０ １００．０
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資料（Ｈ８年度企画展「恐竜」アンケート用紙）

ご来館いただきありがとうございます。企画展をより良くするためのアンケート調査です。ご意見・ご
感想等をご遠慮なくご記入ください。

１．企画展を何で知りましたか
（１）県民だより（いきいき愛媛） （２）市町村広報 （３）県政番組
（４）新聞・テレビ等のニュース （５）ポスター （６）チラシ
（７）博物館に来て知った （８）知人から （９）各種刊行物
（１０）その他（ ）

２．企画展に来られたのは
（１）恐竜に興味があった （２）プラネタリウム・常設展示を見るついで
（３）団体旅行 （４）観光の途中（個人・家族）
（５）その他（ ）

３．企画展はどうでしたか
（１）おもしろかった （２）普通 （３）おもしろくなかった

４．次の体験コーナーはいかがでしたか（○印をつけてください）
（１）スケッチコーナー （ よかった ・ 普通 ・ よくなかった ）
（２）クラフトコーナー （ よかった ・ 普通 ・ よくなかった ）
（３）恐竜もの知りクイズ（ よかった ・ 普通 ・ よくなかった ）

５．企画展の料金について（大人５００円・小中学生２５０円）
（１）高い （２）適当 （３）安い

大人（ 円）小中学生（ 円）が適当だと思う。

６．今後、どのようなテーマ（分野）の企画展が見たいですか
（１）自然史（動物、植物、鉱物・岩石、化石） （２）天文 （３）科学技術 （４）産業
（５）その他（ ）

７．ご感想およびご意見をお聞かせください。

ご協力ありがとうございました。お帰りの際に回収お入れください。

企画展アンケート調査 （ ）月（ ）日

おすまいは 県内（ 市、町、村） 県外（ ）

性別、年齢 男性 ・ 女性 （ 歳）

ご 来 館 は ご家族と ・ お友達と ・ 団体で ・ お一人で

ご来館回数 （ 回）
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